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平成27年７月22日（水曜日）

午前９時58分開会

会議に付託された議案等

○総合政策及び行財政対策に関する調査

○その他報告事項

・宮崎県まち・ひと・しごと創生総合戦略（素

案概要）について

・平成27年国勢調査の実施について

・宮崎県過疎地域自立促進方針等の変更について

・ミラノ国際博覧会宮崎県出展について

・宮崎県文書センター戦後70年展示について

・防災拠点庁舎整備に係る「県庁５号館の保存

方法」の変更について

出席委員（７人）

委 員 長 清 山 知 憲

副 委 員 長 島 田 俊 光

委 員 坂 口 博 美

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 満 行 潤 一

委 員 新 見 昌 安

委 員 来 住 一 人

欠席委員（１人）

委 員 星 原 透

委員外委員（なし）

説明のため出席した者

総合政策部

総 合 政 策 部 長 茂 雄 二

総合政策部次長
金 子 洋 士

（政策推進担当）

総合政策部次長
興 梠 正 明

（県民生活担当）

部参事兼総合政策課長 井 手 義 哉

秘 書 広 報 課 長 中 原 光 晴

広 報 戦 略 室 長 菊 池 修 一

統 計 調 査 課 長 奥 野 厚 子

総 合 交 通 課 長 野 口 和 彦

中山間･地域政策課長 石 崎 敬 三

フードビジネス
黒 木 義 博

推 進 課 長

生 活 ・ 協 働 ・
村 上 悦 子

男 女 参 画 課 長

交通･地域安全対策監 壹 岐 幸 啓

文 化 文 教 課 長 神 菊 憲 一

人権同和対策課長 吉 田 信 夫

情 報 政 策 課 長 青出木 和 也

総務部

総 務 部 長 成 合 修

危機管理統括監 金 丸 政 保

総 務 部 次 長
柳 田 俊 治

（総務･職員担当）

総 務 部 次 長
田 中 保 通

（財務･市町村担当）

危 機 管 理 局 長
郡 司 宗 則

兼危機管理課長

部参事兼総務課長 菓子野 信 男

防災拠点庁舎整備室長 丸 田 勉

部参事兼人事課長 片 寄 元 道

行 政 経 営 課 長 吉 村 久 人

財 政 課 長 阪 本 典 弘

税 務 課 長 髙 林 宏 一

部参事兼市町村課長 平 原 利 明

総務事務センター課長 中 原 順 一

消 防 保 安 課 長 都 原 誠 一

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 鬼 川 真 治

平成27年７月22日(水)
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総務課主任主事 日 髙 真 吾

○清山委員長 ただいまから総務政策常任委員

会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、手元に配付いたしました日程案のとおり

でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

本日、星原委員が公務のために欠席いたして

おりますので、御了承願います。

執行部の入室のために、暫時休憩いたします。

午前９時59分休憩

午前10時０分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

おはようございます。

それでは、最初に報告事項の説明を求めます。

委員の質疑は、執行部の説明が終了した後に

お願いいたします。

○茂総合政策部長 おはようございます。

総合政策部でございます。

初めに、委員の皆様方には、先般の県北調査

におきまして、総合政策部関連の事業等を調査

いただき、まことにありがとうございました。

それでは、今回報告いたします内容につきま

して御説明いたします。

お手元にお配りしております常任委員会資料

の目次をごらんください。

今回は、その他の報告事項が４件でございま

す。

１つ目は、現在、策定作業を進めております

宮崎県まち・ひと・しごと創生総合戦略につき

まして、その概要を御報告させていただきます。

２つ目は、ことし10月１日現在で実施されま

す国勢調査につきまして、調査の概要や実施に

向けた取り組み、公表予定等を御報告させてい

ただきます。

３つ目は、法律改正により、宮崎県過疎地域

自立促進方針等の変更を行う必要が生じました

ことから、その方針の概要を御報告させていた

だきます。

最後に、９月に企画しておりますミラノ国際

博覧会の出展につきまして御報告させていただ

きます。

以上ですが、詳細につきましては、それぞれ

担当課長から御説明いたしますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

○井手総合政策課長 総合政策課から、宮崎県

まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）につ

いて説明をさせていただきます。

委員会資料の１ページをお開きいただきたい

と思います。

まち・ひと・しごと創生総合戦略につきまし

ては、９月を目途に策定の作業を進めていると

ころでありますけれども、このたび、素案とし

て取りまとまりましたので、説明をさせていた

だきたいと思います。

この総合戦略、人口ビジョンと総合戦略の二

本立てになっておりまして、まず、１番目の人

口ビジョンでございます。

これにつきましては、これまでの委員会でも

説明をさせていただいてきたところでございま

すが、本県の全国第２位という高い合計特殊出

生率、また一方で15歳から24歳の若者世代の大

幅な転出超過という人口動態の特徴を踏まえま

して、目指すべき将来の方向性としまして、社

会減対策を講じることによって、若者世代の増

加による自然減対策、これとの相乗効果で人口
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増加に向けた好循環をつくっていこうという方

向性を出しているところでございます。こうい

う取り組みによりまして、50年後の平成72

年、2060年の数値目標といたしまして、県人口80

万人超、29歳以下人口割合が30％以上、そして、

合計特殊出生率2.07を目指すというビジョンの

概要になっております。

この目標に向けまして、今後５年間、どのよ

うな取り組みをしていくかというのが総合戦略

でございまして、２の総合戦略編ということに

なります。

その構成といたしまして、（１）に示していま

すように、４つの施策目標、しごとを「興す」、

人を「育てる」、まちを「磨く」、資源を「呼び

込む」という４本の柱と、今般、新たにその最

初の端緒となるべく、取り組みとしまして、②

に記載しておりますが、みやざき創生始動プロ

ジェクトを設置をしてみました。これにつきま

して、横の図を見ていただきますと、４つの柱、

大きな歯車になっております。この大きな歯車

を回すために、まず小さな中心の歯車として端

緒として取り組んでいくという目的でございま

す。

その内容につきましては、２ページ目に改め

て記載をしております。

①目的と効果にまとめておりますが、本県の

独自性、特色、優位性を最大限に生かしまして、

３つのプロジェクトに取り組み、本県が直面し

ている社会減の抑制につなげていくというもの

でございます。

その３つのプロジェクト、②の概要のほうに

ございます。

まず、（ア）世界ブランドのふるさとみやざき

プロジェクトでございます。

これにつきましては、世界農業遺産でありま

すとか、ジオパーク、ユネスコエコパーク等へ

の登録など、本県の中山間地域の生活を世界で

も貴重な地域価値という形で捉えまして、地域

の活性化に生かしていこうとするものでござい

まして、このような地域価値を確実に将来に継

承していくための、持続可能な地域づくりのた

めの所得向上でありましたり、人財育成等に取

り組むものでございます。

２番目が、（イ）２つのふるさとづくりプロジェ

クトでございまして、これは、移住・ＵＩＪタ

ーン対策といたしまして、本県のプロモーショ

ンを推進することによりまして、県外出身者に

は本県を新たなふるさととして、そして、県外

に住む本県出身者には心のふるさととしてＵＩ

Ｊターンの促進を図っていこうとするものでご

ざいます。

また、あわせまして、川崎との連携協定等を

生かしまして、さまざまな交流、連携拡大を都

市部と図っていこうとするものでございます。

３本目が、（ウ）みやざき新時代チャレンジ産

業プロジェクトでございます。

これにつきましては、本県経済や雇用を牽引

していく成長産業づくりでございまして、付加

価値の高い産業の創出でありましたり、本県の

基幹産業であります農林水産業等の生産性の向

上を図っていこうとするものでございます。

以上３つのプロジェクトから、この創生始動

プロジェクトを進めていこうと考えております。

続きまして、大きな歯車である４つの施策目

標についてでございますが、３ページ、４ペー

ジをごらんいただきたいと思います。

これにつきまして、今までも申し上げてきま

したように、しごとを「興す」、人を「育てる」、

まちを「磨く」、資源を「呼び込む」の四本柱で

施策を整理をしてまいります。
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まず、しごとを「興す」でございますが、こ

れまで取り組んできましたフードビジネスなど、

成長産業の一層の振興を図ると、これにつきま

しては、まず社会減対策としては、何よりも働

く場が必要であるという考えに基づくものでご

ざいます。したがいまして、施策の基本的方向

としまして、下のほうに（１）から（４）を掲

げてますが、農林水産業を核とした成長産業の

育成でありましたり、製造・サービス業の育成、

そして、地域産業への資本・経営力の強化、な

お、産業振興には欠かすことのできない交通・

物流ネットワークの充実の４つの項目で進めて

いこうと考えております。

続きまして、人を「育てる」でございます。

これにつきましては、この施策の基本的方向

性にございますように、子育て支援などの少子

化対策を一層図っていく、ライフステージに応

じた多様な支援の強化・充実を図るとともに、

（２）のほうにありますが、仕事と生活の調和、

そして誰もが活躍できる就業環境づくりであり

ましたり、人財の育成を図っていこうとするも

のでございます。

続きまして、４ページ目、まちを「磨く」で

ございます。

これは、「まち」という言葉に代表されますよ

うに、そこに住む方々の暮らしを守り、そして

将来にわたって誇りを持ってその地域に住んで

いけるようなまちづくりを進めていくというこ

とでございまして、施策の基本的方向性としま

しては、自立した地域づくりでありましたり、

暮らしの機能の維持・充実、安全・安心の確保、

そして地域と地域の連携・協力等を施策の方向

性として掲げております。

最後の４番目が資源を「呼び込む」でござい

ます。

これにつきましては、都市から本県に向けて

資源、ヒト・モノ・カネ・情報の流れを呼び込

んでいこうとするものでございまして、施策の

基本的方向に掲げてますように、魅力ある就業

・就学の場づくりでありましたり、企業・人財

等の本県への移転、そして県内企業の事業拡大

もあわせて行っていく、そういうことを踏まえ

ながら、宮崎への移住・ＵＩＪターンの促進を

図っていくということにしております。

それぞれ４つの項目ごとに、ここに表として、

ＫＰＩと言われる数値目標について代表的なも

のを記載しております。ただ、中の施策の方向

性ごとに詳細に、また数値目標は個別に設定し

ておりまして、お手元にお配りしてます素案本

冊のほうには細かく記載をさせていただいてお

ります。

また、あわせまして、今般、県内８地域別の

人口の推計・産業構造という冊子を参考資料と

してつくりました。これについても、あわせて

配付をしておりますので、後ほどごらんいただ

きたいと思います。

説明は以上でございます。

○奥野統計調査課長 統計調査課でございます。

委員会資料の５ページをお願いしたいと思い

ます。

平成27年国勢調査の実施について御説明いた

します。

まず、１の調査の目的でございますが、各種

行政施策や計画、その他の基礎資料を得ること

を目的といたしまして、５年ごとに実施されて

るものでございます。

２の調査の概要についてでございますけれど

も、調査は10月１日現在で行われます。そして、

国内に住んでいる全ての方が対象ということに

なります。
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調査項目につきましてでございますが、前回

の国勢調査後に東日本大震災が発生いたしまし

て、その後、大規模な人口移動が起こっていま

すことから、５年前の住居の所在地や、そういっ

た項目を２項目追加をしております。その結果

につきましては、大規模災害等の発生時におけ

る影響でございますとか、復興状況の評価等に

活用されることとなっております。

次に、３の前回調査からの主な変更点といた

しましては、２点ございます。

まず、各世帯の回答方法についてでございま

すが、これまでの調査票による回答に加えまし

て、インターネット回答が追加になっておりま

す。この方法によりまして、各世帯では、時間

にかかわらず手軽に回答できること、さらに、

インターネットで回答した世帯に対しましては

調査票をお配りする必要がないということです

から、調査員の負担軽減にもつながるものと考

えております。

２点目は、調査方法についてでございます。

これまでオートロックマンションや社会福祉

施設などの増加に伴いまして、調査環境の変化

が課題となっておりました。そこで、今回の調

査から、調査員の業務をマンションや施設を運

営する会社等に委託できるようにしたものでご

ざいます。その結果、調査の効率化が図られま

して、さらには調査員の負担軽減にもつながる

ものと考えております。

次に、４の調査方法についてでございます。

５ページの一番下の図をごらんいただけますで

しょうか。

まず、インターネット回答の利用案内、これ

は、インターネット回答用のパスワードであり

ますとか回答方法などが入った封筒のことでご

ざいますけれども、まずこの封筒を全世帯にお

配りいたします。そして、期間内にインターネッ

ト回答を行った世帯につきましては、これで調

査終了ということになります。

一方、※インターネット回答を行った世帯につ

きましては、これまでどおり調査員が調査票を

お配りしますので、御記入いただきました後は、

調査員に提出するか、あるいは直接総務省に郵

送していただくことになります。

次に、右の６ページをごらんください。

５の実施に向けた取組について御説明いたし

ます。

まず、（１）実施体制の整備についてでござい

ます。

県では、既に、２月に総合政策部長を実施本

部長とする実施本部を設置しているところでご

ざいますけれども、その後、ほとんどの市町村

におきましても実施本部をつくるなど、全庁的

に対応できる体制づくりが整備されております。

また、指導員と調査員につきましては既に選

任が終わっておりまして、現在は、その指導員

や調査員に対する説明会の準備に入っていると

ころでございます。

全体としまして、実施に向けた準備は順調に

進んでいるところでございますが、今後も市町

村に出向きまして現地指導を行うなど、調査の

円滑な実施に努めてまいることとしているとこ

ろでございます。

次に、（２）調査環境の整備についてでござい

ます。

先ほど御説明いたしました調査方法の追加な

ど、調査内容の周知とともに、調査協力の呼び

かけを広く行うために、国はもとよりでござい

ますけれども、市町村とも連携いたしまして、

きめ細かな広報を展開していくこととしており

※８ページに発言訂正あり
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ます。現在、各種団体等に出向きまして協力を

お願いしているところではございますが、その

ほかにも、８月からはメディアを初めとしまし

たさまざまな媒体や機会を捉えまして、県民の

皆様に対する御理解と御協力をお願いしてまい

りたいと考えております。

なお、この国勢調査の結果につきましては、

６の公表予定に示しておりますとおり、まず、

速報値として、来年２月に人口と世帯数を、そ

して確報値といたしましては、来年10月以降に

順次公表される予定となっております。

統計調査課の説明は以上でございます。

○石崎中山間・地域政策課長 委員会資料の７

ページをごらんください。

宮崎県過疎地域自立促進方針等の変更につい

てでございます。

まず、１の趣旨にございますとおり、現在の

過疎対策の根拠法、過疎地域自立促進特別措置

法が平成24年６月に改正されまして、法律の有

効期限が、平成28年３月末から平成33年３月末

まで、５年間延長されたところでございます。

現在の県の過疎地域自立促進方針は、平成22

年８月に策定しておりまして、対象期間が改正

前の法律の有効期限に合わせて平成27年度まで

とされていることから、今回、方針の変更を行

うものでございます。

過疎対策につきましては、７ページの下のほ

うの図にございますとおり、県の策定いたしま

す方針を基本としまして、市町村が市町村の自

立促進計画を、県も県の自立促進計画を策定い

たしまして、過疎地域の自立促進に向けた各種

事業を総合的、計画的に実施していくこととなっ

ております。

なお、方針の変更に当たりましては、法に基

づきまして、総務省、農林水産省、国土交通省

への協議を行い、同意を得た上で変更すること

とされております。また、県と市町村が策定い

たしました計画については、策定後に国への提

出が必要となっております。

次に、８ページをごらんください。

現在の過疎の対象地域でございますけれども、

現在、県内の17市町村となっております。

図のグレーで塗ってありますところが市町村

の全域が指定されております。日南市、串間市、

えびの市、高原町、西米良村、木城町、都農町、

美郷町、諸塚村、椎葉村、高千穂町、日之影町、

五ヶ瀬町の13市町村でございます。

また、区域の一部に過疎地域とみなされる区

域を有する市町村が、都城市、延岡市、小林市、

日向市の４市となっておりまして、都城市につ

きましては旧高崎町が、延岡市については旧北

方町、旧北川町、旧北浦町、小林市につきまし

ては旧野尻町、旧須木村、日向市につきまして

は旧東郷町がそれぞれ過疎地域とみなされる区

域となっております。

次に、資料の９ページをお開きください。

今回変更いたします方針の概要でございます

けれども、（１）にございますとおり、対象期間

につきましては、平成28年度から平成32年度ま

での５年間とする予定でございます。

（２）の方針の基本的な方向につきましては、

先般策定いたしました宮崎県総合計画や宮崎県

中山間地域振興計画等を踏まえた内容とする予

定でございます。特に、中山間地域振興計画に

掲げております４つの重点施策、仕事がある中

山間地域づくり、子育て環境等の整備と移住・

定住の促進、集落の維持・活性化と新たな絆の

創造等、安全・安心な暮らしの確保を、今回の

方針の改定の基本的な方向として位置づけたい

と考えております。
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（３）の内容でございますけれども、これは、

法律のほうにおおむね掲げるべき事項というも

のが定められておりますが、基本的な事項、産

業の振興、交通通信体系の整備、情報化及び地

域間交流の促進、生活環境の整備、高齢者等の

保健の増進及び福祉の向上、医療の確保、教育

の振興、地域文化の振興等、集落の整備の９つ

の項目を予定しております。

最後に、４の今後のスケジュールでございま

すけれども、現在、策定作業を進めておりまし

て、８月に素案のパブリックコメントを実施し

たいと考えております。また、９月に法律の定

めに基づきます国との協議を行いまして、その

後、11月に新たな方針に基づく県計画を策定し、

国へ提出したいと考えております。

なお、市町村は、この県の方針等の策定を受

けて、それぞれの計画の変更の作業を行いまし

て、おおむね今年度中に市町村の計画の策定を

終える予定でございます。

説明は以上でございます。

○黒木フードビジネス推進課長 資料の10ペー

ジをごらんください。

ミラノ国際博覧会宮崎県出展についてであり

ます。

１のミラノ国際博覧会概要にありますとおり、

博覧会につきましては、ことし５月から半年間

の会期で開催されているところであります。こ

の中で、日本館は行列の絶えない人気パビリオ

ンの一つとなっております。

２の宮崎県展示概要でありますけれども、本

県としましては、（３）にありますとおり、９月

２日から５日までの４日間にわたり、日本館の

２階にありますイベント広場におきまして出展

をいたします。

その詳細につきましては、添付資料２の１ペ

ージをごらんください。

中ほどに、ミラノ国際博覧会出展のねらいと

ありますが、今回の取り組みは、ヨーロッパを

身近に感じ、市場の一つとして捉えるきっかけ

として位置づけ、ＥＵ市場への輸出の取り組み

を展開するものです。下に、青、赤、緑の囲み

がございますけれども、事前の基盤づくりから

情報発信、そして商談会までをパッケージとし

て展開しているところであります。

２ページをごらんください。

今回の宮崎県の出展テーマですが、本県の魅

力である神話・伝統、食などのメッセージと、

「モノ」より「コト」を重視するヨーロッパの

風土、また本県をよく知っておられるイタリア

の方の宮崎に対するイメージなどを参考にした

上で、テーマを「神々の宿る地 宮崎の食」と

し、「食」を味わう、「伝統・文化」に触れる、

「観光」を体験する、これらのことを通して宮

崎の魅力をしっかりと伝えてまいりたいと考え

ております。

続きまして、３ページをごらんください。

先ほどの出展テーマを踏まえました本県の出

展イメージです。具体的な内容について、次の

ページより御説明いたします。

まず、宮崎の「食」と味わうとして、来場者

に、参加企業の食材をコラボした料理パフォー

マンス及び食などの紹介映像を見ていただいた

後に、実際に料理を食べていただきます。料理

パフォーマンスで提供する料理については、宮

崎牛のステーキなど、掲載のとおりです。

続きまして、５ページをごらんください。

宮崎の「食」を味わうことのできるもう一つ

の機会が、各参加企業が輸出を目指す食材など

を映像で紹介した後に試食提供を実施するメー

カーＰＲタイムです。この時間帯では、各参加
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企業が、来場者に試食提供と同時にカードを渡

します。そのカードを、「美味しい」あるいは「好

みではない」と書かれた２つの箱のいずれかに

投函してもらうことで、ニーズ把握を実施いた

します。また、各企業は、投函した来場者から

商品の評価を聞き取り、商品づくりや販路開拓

の参考にしていただきます。

６ページをごらんください。

銀鏡神楽や剣道の演舞などのステージアトラ

クションにより、来場者に宮崎の伝統・文化に

じかに触れていただきます。

続きまして、７ページをごらんください。

本県を代表する観光地である鵜戸神宮の運玉

投げや、観光パネルを背景としたみやざき犬等

との記念撮影コーナーを常設し、宮崎観光を疑

似体験していただきます。

それから、８ページは、これらのパフォーマ

ンスや企業ＰＲの１日のスケジュールです。日

本館では、日本館の最後の展示物であるシアタ

ーから、20分ごとに大体160人の観客が出てまい

ります。これにあわせまして、間断なく試食や

ステージイベントを行うこととしております。

この進行スケジュールは９月２日のものでご

ざいますが、９月２日は本県出展の初日となり

ますので、銀鏡神楽、知事挨拶、料理パフォー

マンスを一体的に実施するオープニングセレモ

ニーを予定しております。

続きまして、９ページをごらんください。

ミラノ国際博覧会出展の前日の９月１日に、

イタリアのシェフやバイヤー、マスコミなどを

招待したレセプションを開催し、本県の食や観

光をＰＲすることとしております。レセプショ

ンでは、ミラノ万博でもお手伝いいただく料理

研究家の幾田淳子さんによる料理パフォーマン

スに加え、ミシュラン二つ星を獲得された地元

イタリアのフサリシェフにより、宮崎の食材を

アレンジしたイタリア料理を披露していただく

こととしております。

レセプションで提供するメニュー例及びフサ

リシェフのプロフィールについては、10ページ

に記載しておりますのでごらんください。

資料の説明は以上であります。今後とも、出

展に向けて、企業の方々とも十分に連携を図り

ながら、しっかりと準備を進めてまいりたいと

考えております。

フードビジネス推進課は、以上です。

○清山委員長 執行部の説明が終わりましたが、

質疑はありませんか。

○奥野統計調査課長 申しわけありません。先

ほど説明したことにつきまして、修正を１点お

願いしたいと思います。

国勢調査に関する説明なんですが、私は先ほ

どインターネット回答をしなかった方を、「した

方」というふうに申し上げてしまったんですが、

インターネット回答をしなかった方に対しての

み、紙の調査票をお配りするということで修正

をお願いしたいと思います。どうも申しわけあ

りませんでした。

○清山委員長 委員より質疑はございませんか。

○来住委員 勉強不足で申しわけないんですが、

宮崎県まち・ひと・しごと創生総合戦略につい

てですけど、地方創生というのは最近出てきた

問題なんですが、宮崎県としての総合計画だと

か実施計画とか、そういうのは、これまでも多

分ずっとつくっておられると思います。そうい

う中に、当然、今、示されているような、ここ

に出されているような人口のビジョンだとか、

それから総合戦略の問題、それから概要として

は３つ出されたりしてるんですが。これまでも

総合計画の中で幾つかのそういうものがずっと
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出されて、それを追求されてきたと思うんです。

それとの関係はどうなるのか。

それから、それについての一定の総括とか何

かそういうものがないと、僕はこういう計画が、

このままさっと我々や県民のほうの胸に落ちて

いくかといったら、今までの総合計画はどうなっ

てるのと、それはうまくいったのかと、いかな

かったのか、なぜうまくいってないのかとか、

そういうものが示されないと―わかりやすく

言えば、夢だけを見せてもらっても、それは確

信にならないというんでしょうか。そういう点

はどのように評価するというか、見ていけばい

いんでしょうか。その辺をちょっと教えていた

だきたいと思って。

○井手総合政策課長 この総合戦略と総合計画

の関係でございますが、本県の総合計画、今年

２月の定例県議会で長期ビジョンを、そして６

月の定例県議会で４年間のアクションプランを

議決いただいたところでございます。この現行

の総合計画につきましても、やはり人口減少問

題を第一の課題と捉えて編成がされております。

この総合計画につきましては、それぞれ今回

の改定に当たりましても、またその４年前の、

計画の長期ビジョンをつくる最初の段階におき

ましても、今までの計画の成果、そしてその時

点での現状と課題、これの整理をして、どうい

う点が進んでいないのか、どういう点が成果と

して挙げられるのかという整理をした上で、そ

の時点その時点の改めて取り組むべき施策で構

築をされております。したがいまして、今、６

月から新たなアクションプランに基づいて、今

年度の肉づけ予算等もあわせまして施策を実行

してるところでございます。

この総合戦略につきましては、国の地方創生

法に基づいて、今年度初めて策定するものでご

ざいまして、最初に申し上げましたように、人

口減少という問題の捉え方は総合計画とほぼ同

じでございますので、総合計画の中から、この

社会減対策、自然減対策に対してより有効な施

策をこちらのほうに持ち込んできて、改めて構

築をし直してる。総合計画の中の一つの分野別

施策群だと御理解いただけないかなと思います。

○来住委員 わかりました。つまり、ことし２

月に出されている総合計画、それからもっと前

は多分５年前とか10年前とかいうのが当然あっ

たと思うんで、それはその総合計画を出されて

いるたびごとに、それまでの総合計画について

の進捗状況というのか、その成果なり問題点と

かそういうものは、その中に反映されてるとい

うことになるんですね。わかりました。それは

ちょっと勉強したいと思います。結構です。

○清山委員長 ほかにございませんか。

○坂口委員 素朴な疑問ですが、関連してです

けど、自然減対策にせよ、社会減対策にせよ、

特にＵＩＪターンあたりですかね。当然それな

りの投資がなされると思うんです。本県のみが

動くのなら、一定期間の５年なら５年間の計画

の中でその方向性を出していけば、それで後は

その流れていくのかなと思うんですけど、全国、

しかも1,800余の市町村がしのぎを削るわけで

す。これが、エンドレスの試合になってくるん

じゃないかっていうこと。すると、エンドレス

に対して、特別そこにこんな財源を突っ込んで

いきながらこれを維持していくっていうことは、

限界が来ると思うんです。

だから、財源なし、ゼロ予算の中で、エンド

レスの―とりわけ人口減少対策、これをやっ

ぱりずっと宮崎が勝ち残っていける計画どおり

だったら、31年に108万1,000人ですか。60年に80

万2,000人、この人口をやっぱり本当に確保する



- 10 -

平成27年７月22日(水)

ところに今の計画が行けるのかどうか。やっぱ

りよその出方待ちだと思うんです。有楽町のセ

ンター一つとっても、今、宮崎がそこをちょっ

と内容をリニューアルした。だから、目が向く

かもしれないけど、よそはまた必ずやってきま

すよね。だから、そういった出先拠点一つでさ

え、エンドレスの競争っていうんでしょうか。

戦って言っていいかもわかんない。これに全国

がしのぎを削るんです。そこらに対しての第２

弾、第３弾というのはどんなぐあいに考えられ

てるのか。

○井手総合政策課長 委員おっしゃるとおり、

この総合戦略、まち・ひと・しごと創生という

のは、今年度一斉に用意ドンということで、全

都道府県、全市町村がやっていくという非常に

厳しい熾烈な争いになるんだろうと思ってます。

その最たるものが、やはり東京一極集中に是

正が図られるかどうかだと考えておりまして、

これにつきまして、それぞれの地方の各県が及

ばない部分がかなりあるということで、国に対

して強く要望をしているところでありまして、

私自身も国の地方創生本部に参りまして、何よ

りもまず東京都もしくは神奈川県、埼玉県の人

口ビジョン総合戦略が、地方としても減ってい

くのかどうかが見たいということで、早目に見

せていただけるように、国からも助言をいただ

きたいとお願いをしてるところでございます。

１点としましてはそういうことで、東京一極集

中への流れをどう変えていくのかという部分。

県自体として取り組む部分としましては、や

はり各県取り合いになると考えれば、ここに書

いておりますように、29歳以下の人口割合をふ

やしていく。総合計画でも申し上げましたけれ

ども、若者の社会流出を30％、３割抑制をする。

本県で生まれた子供たちが、本県で学び働くこ

とに魅力を覚えるような社会づくり、これを息

長く続けていくんだろうと考えております。で

きるだけ、一遍出ていっても、また本県に戻っ

てきて働ける場をつくっていくということで考

えておりまして、まず仕事を興すということを

考えております。

このように、まず本県の中で魅力を高めて、

本県の子供たちが本県に残ってくれるような県

づくりに取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

○坂口委員 理屈はそうだと思うんです。だけ

ど、じゃあ、具体的に今後、それを実際、現実

のものとしていくために―例えば東京都から

人口がざっと地方に出ていってしまう。やっぱ

りここはすごい行政力っていうか、力を持った

自治体ですよね。そこが、東京都なり首都圏の

人口が地方に流れていくことでもし困る事態が

発生するとしたら、総力を挙げて取り戻し戦略

が出てきますよね。

だから、人口が過密なこと自体が不幸なこと

だよって、適正な密度というものがあるんだよっ

ていうものが首都圏の人たちにわからないと、

どうぞ喜んで我々の過密部分の受け皿になって

ほしいと、お互いが協力し合って、本当に適正

な人口密度を全国につくっていこうじゃない

かっていうような、そういったものが歯どめと

して政策的になければ、本当にエンドレスの泥

沼戦争になると思うんです。やっぱり東京に地

方はかなわないと思うんです。移住で来た、Ｉ

ターンで来た、その人たちが、東京のほうが環

境がよくなったよって帰っていったら、もう二

度と後は続かない。29歳だって、出ていって、

宮崎に帰る魅力を感じれば帰ってくるけど、やっ

ぱり感じられなくなったらですね……。

だから、そこのところがこのまち・ひと・し
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ごと、これには大きく抜けてると思うんです。

それは、国民の合意だと思うんです。適正な密

度というのがやっぱり世の中あるよっていうも

のが。そこで初めてランディングできて、そこ

の流れへ持っていって、これは、もう強制策と

思うんですけど、誘導策。金をかけて誘導して

いきながら、やっぱりよかったじゃないかとい

うものを５年後なり10年後に肌で感じるものが、

これは抜けてると思うんです。だから、そこら

を今後は全国で知恵を出し合って、そしてそう

いったものを地方から国に対して持っていく。

例えば、本社機能を一部でもいいから持ってい

けばとか、試験研究機関を持っていけばってい

うのは、これだっていかにもそれで恒久策みた

いにあるけど、やっぱり一時的な誘導策にすぎ

ないと思うんです。企業が、本当に地方に出る

ことで世界に残っていけるようなものにならな

きゃ……。もうけた中の一部の税を少々免除し

てくれるということで本家本元を潰すというよ

うな行為には出られないっていうことで、これ

は大きい穴がすっぽり抜けてると思うんです。

小手先はまず一生懸命やってきて、ある程度姿

が見えてきた。じゃあ、どの方向に、世の中が

進んでいこうとしたのかというとき、いつそれ

を本当にいいことだとしてそこで固定させるっ

ていう、これは、僕らも含めてですけど、知恵

を出していかんといかんのやないかなという気

がします。ぜひ、部長、そこのところを全国で

一つの課題として取り上げていただいて、何ら

かのランディングできて、そこで安定できると

いうものを策定してほしいなと思います。

○清山委員長 要望でよろしいですか。

○坂口委員 これは、何か答えようがないと思

うんですので、要望にしとかないと。（笑声）

○丸山委員 参考資料のほうで、各地域別の人

口ビジョンを出していただいているんですが、

これが非常にばらつきがあって、先ほど坂口委

員から東京一極集中になって過密になるよって

話があったと思う。宮崎で言うと、宮崎市にど

んどん集中していってしまう。これを見てみる

と、高齢者人口も踏まえて、宮崎市がどんどん

ふえる―今度はほかの地域が全般的に人口が

減るという形に示されて、ケース１とケース２

で出ております。これは、よくても２にしかな

らない。もっと悪ければ、２はならずに、宮崎

市内が人口過密になっていくんではないのかな

と想定されているような気がしていて、非常に

心配しているんです。そのときに、今、市町村

の全てが戦略を立てていこうという、やっぱり

この人口ビジョンというのは物すごく大きいと

思うんですが、市町村との調整っていうのはさ

れていくものなのかどうなのか、ちょっとお伺

いしたいと思ってるんですが。

○井手総合政策課長 お手元にお配りしました

県内８地域別人口推計・産業構造、これはあく

まで推計ということで、数値のシミュレーショ

ンをすればこうなっていく―ケース１、ケー

ス２という、パラメーターと申しますか、条件

を入れればこうなっていくという推計値でござ

います。

人口規模が小さくなればなるほど、その誤差

は大きくなると私は考えておりまして、県全体

での推計としては、ある程度信憑性のある数字

と言えるでしょうが、人口規模が小さいところ

の推計がこのまま当てはまるかというと、そう

いうことではないと思っております。したがい

まして、今後、実際、各市町村別にそれぞれ人

口ビジョンをおつくりになっていかれます。私

も、それぞれの全市町村を訪れようと思いまし

て、今、市町村ごとに意見交換をさせていただ
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いているんですけれども、単純なこの推計では、

そういうふうにはいかないですよと市町村の担

当の方もおっしゃっております。したがいまし

て、このとおりにいくものではないということ

を、まず御理解いただきたいと思っております。

県といたしましては、おっしゃるとおり、や

はり宮崎市の一極集中という形は望ましくない

と考えておりまして、実際この推計を見まして

も、北諸地域、延岡地域についてはある一定程

度の人口の歯どめの部分が見受けられると。厳

しいのは、南那珂であったり、西臼杵であった

り、この辺の地域はやはり厳しいだろうと考え

ておりまして、ここに対してどういう手を打っ

ていくのか。先ほどの過疎の方針もございまし

たけれども、いかに仕事をつくってそこに人が

住み続けられるようにするのかというところに

手を打っていく。それには、市町村の総合戦略

と県の総合戦略がうまく両輪で働くような施策

の連携を考えてまいりたいと考えております。

したがいまして、今後、市町村と十分意見交換

をしながら詰めてまいりたいと思っております。

○丸山委員 今回の、人口ビジョンはそういう

ことでしっかりやっていただきたい。今後、何

を興していくのかっていう具体的な要素がまだ

少ないのかなと思うんですが。今、これは素案

ということなんですが、９月までには何かもう

少し、それぞれの地域、例えば８ブロックに対

して、こういうものを施策として打っていきま

すよというのが具体的に出てくると認識してよ

ろしいんでしょうか。

○井手総合政策課長 今、申し上げましたよう

に、各市町村ごとにそれぞれビジョンをつくら

れます、総合戦略もつくられます。県としまし

ては、この８地域別に人口ビジョンに合わせた

総合戦略みたいなものをつくるというところは、

今、予定しておりません。基本的には、それぞ

れの市町村がつくられる総合戦略をいかに支援

をしていくのか。例えば中部地区でございます

と、宮崎市と国富町と綾町と１市２町の計画が

それぞれでき上がりますので、この連携をどう

図っていくのかというのが我々の仕事かなと

思っております。

○丸山委員 我々、やっぱり一番気にしますの

は、南那珂、西臼杵、非常に人口が減っていくっ

ていうのが明らかにデータに出てくるところに、

どうやって施策を具体的に打っていくのかと、

多分何も……。県は市町村の連携を図っていくっ

ていうことだけでは、非常に厳しい結果がもう

５年後、20年後に出てくるんではないのかなと

思っていますので、厳しい地域に関しては、も

うちょっと具体的に手厚く何かやるんだよって

いうプロジェクトみたいなのを立ち上げてやっ

たほうが、私はいいんじゃないかなと思ってい

ますけれども、その辺はできないんでしょうか。

○井手総合政策課長 委員おっしゃるところは、

私も共感しておりまして、やはり南那珂、西臼

杵の、いわゆる中山間地域でございます。ここ

の人口ビジョンを見ますと、非常に厳しいと思っ

てます。既に、椎葉村、諸塚村には私も参りま

して、直接意見交換をして、単なるシミュレー

ションどおりには動いてないということを実感

をしてきたところでございます。

そういうことも踏まえまして、先ほどみやざ

き創生始動プロジェクトということで３つの柱

をお話しさせていただきましたけれども、この

辺のやはり中山間地域の仕事づくり、所得向上

というところを強く打ち出して、具体的に何を

していくのかという、予算の裏づけのあるよう

な事業に関しては、今後の国の新型交付金もに

らみながら、具体的な弾込めを、我々も市町村
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と一緒になってやっていきたいと考えておりま

す。

○丸山委員 要望ですが、とにかく絵に描いた

餅にならないように、しっかりとした形として

施策が充実できるように。これは、新型交付金

がどれだけになるのかっていうのが一番大きな

ポイントになると思ってるんですが、この前、

国会議員の方々と意見交換をさせてもらったと

きはかなり厳しいような感じで、既存の事業を

振りかえるとか、そういうのしかなくて、本当

の新型交付金が期待薄のような気がしてならな

いもんですから……。これは市町村、また都道

府県の知事会で、もっと強く新型交付金の充実

を訴えていただかないと、絵に描いた餅になる

と思っております。その辺は、しっかりと他県

とも連携しながらやっていただきたいと思って

おります。

○茂総合政策部長 ただいまの新型交付金のこ

とでございますけど、私どもも報道で見聞きす

るところでは、今のところ1,000億円程度という

ようなことで、昨年度の1,700にも達していない

ということで、非常に危惧をしてます。それに

ついては、もともと財源がないところでスター

トしてきてますので、既存の補助金を目指して

やるんだとかいう話もあるようですけど、非常

に各省庁の抵抗も強いということで、これにつ

いては、我々も重点的に国にもお願いをしてい

きたいと思っています。

それから、先ほどの中山間地域のことについ

ては、私ども非常に心配してます。2060年の人

口ビジョンで、先ほどお話がありましたように、

宮崎県全体で、うまくいって80万人と。その場

合に、市町村ごとはどうなるかというのを出し

ておりますけど、これでいくと、宮崎市と三股

町は比較的減り方が少ないんですけれども、そ

れ以外の市町村、特に中山間地域の町村の減り

方がかなり激しいと、半減するというようなと

ころもあります。そういうところは、人口ビジョ

ンと地方創生戦略についても策定がおくれぎみ

になってます。これについては、総合政策課の

職員13人が、１人２市町村ずつ、26市町村全部

の担当窓口をつくっておりますので、その人を

窓口にしつつ、先ほど総合政策課長申し上げま

したけど、総合政策課も挙げていろんな形で各

市町村との意見交換をし、いろんなアイデアを

出し、アドバイスをしていきたいと思ってます。

これについては、26市町村全部人口が減ると

いう予測になってますので、それを甘んじて受

け入れるのかどうか。当然、それぞれの市町村

でのお考えとか努力とか、やりたいことがいっ

ぱいあると思いますので、そのあたりについて

は、我々もどんどん後押ししていくような形で、

積極的にやっていきたいと思います。

以上でございます。

○坂口委員 そこのところだと思うんです。市

町村は現実に自分のところの小さい範囲でそれ

を実現しなけりゃいかんというかたい計画を組

んできたとしたら、やっぱりかなり数字上、県

の計画と開きがあると思うんです。県の計画を

見ても、60年80万人っていうのは、もうぎりぎ

りの線だと思うんです。これは、2.07、実際そ

のときにしたって、これはもう減っていくこと

で果たして80万人でいいのかっていうような疑

問も残るけど、とりあえず60年を一つの目標地

点として、通過地点として捉えてなんですけど。

そこで、余りその数字合わせの指導となると、

これはやっぱりよくないっていうのが１つと、

今度はどうしてもそれに達するために、先ほど

も言いましたように、まず一旦つくる条件整備っ

ていうか、座布団づくりっていうか、そこへの
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投資ならまだいいと思うんです。ランニングコ

ストっていうものを、よほど慎重に考えていか

ないと、その座布団をこさえたがゆえに、座布

団に座った人たちにそこにいてもらうためにラ

ンニングコストが要るよっていう、そういった

ような座布団づくりと戦略づくりでは、僕はやっ

ぱり間違って、また次のより何倍もの苦労が待

ち構えることになるんじゃないかと思うんです。

だから、そこのところはすごく大事なことだっ

て思うのと、あれだけ鳴り物入りでやった地方

創生なんだけれども、補正でやった2,500と1,700

ですか、4,200程度、そういったものでさえ、国

の財源は全然可能性もないような感じですよね。

だから、そこらはよっぽど慎重に捉まえていっ

てやってかないと、争奪戦になったときは、も

とのように、どうしても勝負力に欠けるような

ことになってくという危険性を持ってるから、

これはよほど真剣に市町村を指導していって、

計画をつくっていかなきゃ、帳尻合わせに終わ

るとちょっと怖いと思うんです。

だからといっても、だめなところを捨てろっ

ていうんじゃないんです。やっぱり小規模なり

に、じゃ、どうやってそれが安定できるかって

いうものと、それを補完できるかっていうもの

を、相当真剣にやってって、現実味の高い数値っ

ていうものを設定していかないと、多分、県と

市町村、市町村トータルを出したときは、真剣

にやればやるほど、やっぱり相当差が出てくる

んじゃないかなって気がします。これもお願い

にしておきます。

○清山委員長 ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、その他で何かござい

ますか。

○丸山委員 ミラノのことについてお伺いした

いんですが、今回、ある程度具体的な物が出て

きたんですけれども、ヨーロッパの方っていう

のは日本は知ってても、宮崎というものをほと

んど知らないんではないのかなと思ってる。県

としてはどのような前提として考えてるのか、

それをまず少し。その辺の前提をどう考えてい

らっしゃるんでしょう。

○黒木フードビジネス推進課長 委員おっしゃ

るように、宮崎が日本のどこにあってどんな土

地柄なんだと、なかなか御存じない方が多いか

と思います。そういう点でいきますと、そうい

うことを御存じない方が多いということを前提

に、私どもとしましては、このイベント広場の

入り口部分にパネルなりを設置しまして、日本

及びその日本の中で宮崎は一体どこに位置する

んだというところを、イタリア語訳つきのパネ

ルを設置した上で、さらに来場者に対して配る

パンフレットの中にも、同様の我が国の位置や、

そして本県の自然あるいは食、文化、そういっ

たものをあちらの言葉で翻訳したパンフレット

をお配りします。また、あわせて、映像パネル、

この中でも同様に、そういった本県の状況は説

明してまいりますので、そういったことを通じ

て理解を深めていきたいと考えております。

○丸山委員 ぜひそこをやっていただかないと、

まずコンセプトがわかってるものだとかになる

と多分大きな間違いで、全然人が集まらない可

能性もあると思っていますので。

また、神楽に関しても、剣道に関しても恐ら

く。まあ、剣道はまだ世界大会とかがあります

ので、割かし知ってる人は知ってる。しかし、

知らない人は剣道を全く知らない可能性もある。

神楽も、多分、知らない可能性が高いと思って

いますので、その辺の説明をどうやってこの短

期間のうちにやっていくつもりなんでしょうか。
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○黒木フードビジネス推進課長 おっしゃるよ

うに、神楽というのは余り御存じでない方が多

いと思います。神楽につきましては、冒頭、神

楽とは一体どういうものだというイタリア語に

よる説明もございますし、あと、当日はその会

場において、神楽上演の際には紙を配ろうと思っ

てます。その中で、どういった内容のもので、

そして実際に演じられている演目の意味するも

のを十分わかるような資料はお配りしようと

思ってます。また、当然、映像上にも、銀鏡地

区の集落の状況とか、舞われる方々の様子とか

を、視覚、資料などを通じてできるだけわかり

やすくお伝えしたいと考えております。

○丸山委員 ぜひそういったことをしっかりと

やっていただいて、ただやったというだけの実

績ではなくて、その後にどうやってつなげてい

くのかっていうのが重要だろうと思ってます。

神楽に関しては、世界無形文化遺産登録も、今、

教育委員会を中心にやってると聞いていますの

で、それもうまく連携しながら、つなげていく

んだというのをやっていただきたいなと思って

ます。

10社ぐらい行かれるんですけれども、チーム

宮崎みたいな感じで、ちゃんとしたコンセプト

がどういう形で理解されているのか、この前、

ちょっと意見交換したときに、私自身わかって

なかったもんですから。今の10社の出展予定者

の方々の心が本当に一つになってコンセプトが

きれいに流れていかないと、多分……。食のＰ

Ｒをするタイムがあるんですが、ばらばらなイ

メージではなくて、宮崎というストーリー性と

かがあってこういう流れをつくっていらっしゃ

ると思っていいのかも含めて、ちょっとお伺い

したいかなと思っております。

○黒木フードビジネス推進課長 まさに今回、

出展される企業の方々は、ある意味県内企業を

代表して出展に臨まれます。そういった点では、

チーム宮崎としての一体感は、私どもも含めて

必要だろうと考えております。

そうした中で、今月初めの段階で、説明会を

行いまして、一体自分たちがどんな役割を持っ

て、どんな時間帯でどんなふうに出展物を出す

のかというところは、詳細に御説明し、そういっ

たところは十分に理解をいただいております。

また、先ほど申し上げました神々の宿る地宮

崎、そして宮崎の食という観点での全体的なＰ

Ｒを進めていく中で、私どもも、また企業の方

々も統一したユニフォームを着、一体感を持っ

て宮崎をＰＲしていく、そういう姿勢で考えて

おります。

○丸山委員 このミラノ博っていうのは、たし

か商談はできないということで、なかなか出展

者のほうもどうやって自分のものをＰＲして

いって―先ほどのおいしい、おいしくないっ

ていうだけの市場調査みたいなのはできるよう

な気がするんですが、何となくその後が……。

本当に商売につなげていきたいという思いが多

分あると思うんですが、本当に出展するだけで

意味があるのかなと、私自身もちょっとよくわ

からないもんですから。ちゃんとつなげられるっ

ていう、どうやってそれを10月のドイツである

商談会につなげていこうかという、県としての

具体的な戦略を少し教えていただくとありがた

いかなと思っているんですが。

○黒木フードビジネス推進課長 今回は国際博

覧会ということですので、基本的に商行為、そ

ういう営利性のある行為っていうのは、制限さ

れています。そういう中で、可能な限り企業の

ＰＲをしたいということで、１日40分間の企業

ＰＲタイムをもって企業の商品のＰＲもします
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し、あるいは企業のポスター、あるいは企業の

パンフレット、そういったものを使って、来場

者の方々にはその企業の状況なりはお伝えした

いと考えています。

また、資料の中にもありましたが、開会前日

のレセプション、こちらのほうには、市内のシェ

フの方や、あるいは食品メーカーのバイヤーさ

んとか、そういった、今後の展開が考えられる

方々をお呼びしておりますし、そういった方々

を通じて、また今後の商取引の拡大につながる

ような取り組みをし、さらにその後、10月のア

ヌーガ、あるいはそれ以降の取引に結びつけて

いきたいと考えているところです。

○丸山委員 いずれにしましても、今後、全体

的に日本の人口が減ってきますので、どうやっ

て海外に物を売っていくのか、宮崎の農業を中

心とする第１産業をどうやって売り出すのかと

いうのは大きな課題だろうと。国としても、輸

出をふやしていこうというのがあるんですけれ

ども、そういう中で競争原理が他県との競争も

含めてありますので、負けないためには、本当

に宮崎というものをどう売り出していくのかと

いうのを、まだ時間がありますので、この10社

の方々が本当に一致団結して、自分だけを売る

んじゃなく、宮崎の代表として行くんだよって

いうのをうまくつくり上げていただくことをお

願いしたいと思っております。

○坂口委員 そこで、大きい方向として、ずっ

と気になってることが一つあってて、これは部

長にお尋ねするかな。

本県の対海外戦略っていうのは、ずっと東南

アジア戦略だったですよね。それが、ここに来

て、ミラノがぽっと出てきたわけですけど、ミ

ラノっていうのはあくまでもスポット的なもの

なのか、それとも今度は海外戦略の柱として、

欧州っていうものが組まれていくことになるの

か、その大きい方向として、どうなるんですか。

○茂総合政策部長 その点につきましては、こ

れまで東アジア経済交流戦略ということで、東

アジアを重点的にやってきてたんですけれども、

一定の足がかりはできてきていると思いますの

で、今回は東アジアを軸に置きつつも、現在、

北米あたりも、牛肉を初めとしてかなり輸出が

進んできてます。そして、今、ようやくヨーロッ

パに少し目が向いてきてるという状況だと思っ

ていまして、一つはやはりこのミラノを足がか

りに、ヨーロッパあたりについても手がけていっ

て、いわゆる今後、グローバル経済戦略という

のをつくっていくことになると思いますけれど

も、アジアに軸足を置きつつ、北米とかヨーロッ

パにももう少しずつでも手を伸ばしていきたい

という考えでございます。

○坂口委員 そこのところは、すごく重要だと

思うんです。それが本当に正しい選択がどうか。

今、一定の成果も上げて、東南アジア、東アジ

ア戦略っていうものにめどがついたって、果た

してそうなのかなって気がするんです。もうひ

とり歩きできるところまで、本当にそうなのか

なって。まだまだこれからじゃないかと思うん

です。僕は、まだ緒についたっていうか、まだ

方向も出ないようなところだと思って、今のは

ちょっと評価が甘過ぎると思う。だから、ここ

でしっかり総括をやって。もちろんグローバル

というのは、これはもう大歓迎です。ただ、宮

崎県にそれだけの力が、特に行政に、グローバ

ルを一遍に広げたときに、露払いをやっていく

だけの力があるのかって。

だから、僕は、最初このミラノ博に出ていこ

うって、何かを出してミラノを見てこようって

いうのはスポット戦略だと思ってたんですけど、
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どうも、今度は本格的にこの方向、ヨーロッパ

戦略の一つの大きい柱に据えるんだって。アメ

リカ戦略も、牛肉を経済連が出したぐらいのこ

とです。20キロが200キロだか300キロにふえた

だけで、これを食べてるのは日本人ですよね。

だから、戦略が功を成したなんていうのはまだ

まだおこがましい事態で、これは内部で検討し

て、そして外部というか、関連団体とかそういっ

たところを含めて、本当に東アジアがどれぐら

いひとり歩きできるかとか、そこらからやって

かないと、何もかも失うことになる、よそに負

けてしまうことになると思って。この方向が本

当に出されてるならまだいいんですけど、その

説明は受けてない。対外戦略、海外戦略の方針っ

ていうものはどう変わったんだ。

今まで、香港事務所なり上海なりを出したと

きに、宮崎は、ここを海外戦略の玄関口という

ことで、他に比べて地の利があると。だから、

ここを本格的にやっていこうという説明を受け

たところまでは記憶にあるんですけど、そういっ

た海外戦略、特に経済面とかそういった戦略が

大きくここで方向転換してるんだという説明と

か、あるいは議会の了解というものはまだ全然

ないと思うんです。だから、そこらのところを

はっきり、もう一度聞きますけど、ミラノって

いうのはスポット戦略なのか、それとも大きい

方向をもうヨーロッパにシフトしてしまったの

か、これはどうなんですか。

○茂総合政策部長 私の説明がちょっと不十分

だったかと思うんですけれども、決してヨーロッ

パに軸足を移したというわけではなくて、やは

りまだまだ東アジアも端緒についたばっかりだ

と思ってます。成果が出てるというまでは言え

ないと。

ただ香港事務所をつくり、いろいろやってき

ている中で、東南アジアというのは人口も多い

ですから。そして、まだＡＳＥＡＮ諸国もあり

ます。シンガポールとかタイとかマレーシアと

か、そういうところもありますので。そういう

意味では、やはり、先ほど私が申し上げたのは、

軸足というのはあくまで東アジアに置きつつ、

これは一つの、ヨーロッパとか北米っていうの

は、アンテナ的に少しずつやっていくのかなと

思っています。

一番恐れているのは、やはりあちこちに手を

広げ過ぎて、共倒れして、もとのもくあみになっ

てしまうというのは、それは最悪だと思います

ので、そういうことは十分踏まえつつ、これか

らグローバル経済戦略を策定していく中で、ど

ういう方向なのかということを明らかにしてい

きたいと思います。そのあたりは関係部とも連

携をしながら、今のことは十分念頭に置きつつ

取り組んでいきたいと思います。

○坂口委員 そこのところを間違えたらだめだ

と思うんです。全部、全て握ることができれば、

これにこしたことはないすばらしいことだけれ

ども、どこまで握れるか。よそに比べてどこが

有利かっていう、地の利、時の利っていうもの

がある。宮崎はアジアへの玄関口っていうこと

で、いつもそれを生かされるじゃないですか。

現に、今度の大型クルーザーだって、宮崎の油

津っていうものに物すごく魅力を感じてくれて

いる。それは、よそがまねしようったってでき

ないものですよね。こういったものを徹底して

生かして、よそに水をあけるっていうところま

では行政がこれを誘導していって、支援してい

く必要があると思うんです。

まして、宮崎は東南アジアとかミクロネシア

を見たときに、例えば農業分野でも研修生を受

け入れたり、水産分野でもそうです。農大校だっ
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て、つくるときは、東南アジアの農村地帯から

の留学生の受け入れをやるんだって、だからこ

んなにでかいものが要るんだっていうようなこ

との説明があって、それも実現してない。

だから、しっかり何かを積み上げて次に行か

ないと。焦る気持ちというのもわかるし、ミラ

ノに手を出さないという手はないと思うんです。

宮崎という県が日本にあるよということだった

ら、伊東マンショアピールでもいいじゃないで

すか。あるいは、向こうでは侍とかいうものに

魅力を感じて、すごい興味を持ってる。じゃあ、

剣道というものがあるんですよと。さっき、刀

鍛冶もあったけど、刀鍛冶もあるんですよって。

日本刀というのは砂鉄からつくるんですよ、そ

の剣道発祥の地の神社さんが鵜戸神宮なんです

よというようなことをアピールしてきて、手を

出すのがまだとても及ばないとなれば、まずそ

こに印象を残してくるだけでもいいじゃないで

すか。とにかく最初の海外戦略、これを断念す

るのか、やるのか、できたのかって、まずこの

総括をやるのが僕は最初だと思うんです。そこ

のところはぜひ間違えないでほしい。

反対するんじゃないんです。やれるなら、こ

んな結構なことはないけど、僕は、まだその実

力が宮崎にはないと思うんです。だから、東南

アジア戦略というのが聞こえなくなるというの

が心配なんで言ってるだけで、これはぜひ、部

長、もう一回、知事を交えて、間違わないよう

に徹底して検討しないと、本当につまみ食い、

おいしいもの食いのパフォーマンスだけに終

わってしまいますよ。もちろん早く成果を上げ

るのがいいけど、焦って全ての物を見失うとい

うのは、これは一番怖いことだと思うんです。

○茂総合政策部長 今おっしゃったことは、そ

のとおりだと思います。十分心して、関係部局

とも十分連携を図りながら、今後の戦略を練っ

ていきたいと思います。そのあたりについても、

これまでの成果をどう見るかとか、そのあたり

を含めてやっていきたいと思います。ありがと

うございます。

○丸山委員 過疎地域のことで、基本方針が、

９ページのほうに４つ重点事項施策が書いてあ

るんですが、これはこれまでとほとんど変わら

ないんじゃないかなと思ってるんですが、何か

変わった点があるのか。これまでやってきたこ

とで、過疎地域の人口減少対策なり自立促進が

できたのか……。ずっとやってるけれども、こ

れといって大きな効果があらわれたとは言えな

いのかなと思ってるんです。さらに、時限が切

れるから延ばすことをずっと繰り返しているよ

うな気がしていて、その辺のことは、今回もま

た改正するっていうことが、延長するっていう

ふうにしか見えないんですけれども、何がどう

変わるって……。特に、今回、地方創生という

大きな流れができている中の５年という大きな

位置づけになっているので、何が変わるという

ふうに思えばよろしいのか。ちょっとわかりづ

らかったもんで、その辺を説明していただくと

ありがたいと思います。

○石崎中山間・地域政策課長 確かに資料の９

ページに内容等が出ておりますけれども、これ

は、今、過疎地域において求められているもの

を全て挙げて、それらについて市町村、県が対

策を行っていくという意味で、これまでとどこ

が違うんだろうということがなかなかわかりづ

らいですし、ある意味、継続してやっていくと

いうことがございます。

ただ、その方針として、中山間地域振興計画

の４本の柱を基本に考えていきたいと申しまし

たのは、総合計画のところでもございますが、
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少しでも過疎地域の問題を解決していくために

は、住民の方々がそこで暮らしていけるだけの

所得の確保等が必要だと。これまでも、県とし

ては取り組んでまいりましたけれども、今回の

地方創生等の動きも踏まえた上で、その点を十

分意識してやっていく必要があると考えており

ますので、そういった考え方をきちんと今回の

方針には書き込んだ上で、各種、求められる施

策に対しても、実際行っていく事業等を書いて

いきたいと考えております。

○丸山委員 地方創生とオーバーラップしてい

ると私は思ってるもんですから、ここがうまく

機能していく、地方創生とうまく絡んでいくこ

とによって、先ほど言いました人口が、宮崎市

内が中心じゃなくて、中山間地域でも本当に持

続可能な地域になるためにも、ここはしっかり

やっていただきたい。

もう少し突っ込んで言いますと、村とかとい

う大きな単位ではなくて、もっと小さい集落が

ありますが、そこの集落機能があと５年もする

と恐らくなくなるんじゃないかと、我々は肌身

で感じているもんですから、その辺を市町村と

タッグを組んで、細かい集落ごとにどうなって

いくんだというのを徹底的に分析をしていくこ

とによって、何が解決ができるのか、何をして

いけばいいのかっていうのができるんじゃない

かと思うんです。その辺の小さい集落単位のこ

とを市町村に対してお願いとかしていって、ど

うすればいいのかというアイデアを出してもら

うことを書いていただくとありがたいのかなと

思うんで、その辺はできないんでしょうか。

○石崎中山間・地域政策課長 確かに委員の

おっしゃるとおり、今、集落の抱える現状とい

うのは、我々が考える以上に厳しく、あるいは

急速に進行していると認識しております。そう

いった集落単位で考えるべきことは、中山間地

域振興計画のほうに集落に関する事項を設けま

して、今後、いろいろな方向が地域によっては

ありますが、国が言っている、いわゆる小さな

拠点的なもの、あるいは集落同士の機能補完、

ネットワーク化を進めるといったようなことを、

ぜひ県としても具体的にやっていく必要がある

と考えておりますので、大もとの総合計画、中

山間地域振興計画のほうにそういったものはき

ちっと書き込んでおりますので、今回の過疎の

方針につきましても、そういった点につきまし

ては、最後に集落の整備という項目がございま

すけれども、その中にも書いていきたいと考え

ております。

○丸山委員 ぜひ、絵に描いた餅にならないよ

うな形で、しっかりとやっていただくことをお

願いしたいと思います。

○清山委員長 何かございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、以上をもって総合政

策部を終了いたします。執行部の皆様、お疲れ

さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時13分休憩

午前11時18分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

報告事項の説明を求めます。

○成合総務部長 おはようございます。総務部

でございます。

説明に入ります前に、県北調査についてお礼

を申し上げます。

委員の皆様には、７月９日から10日にかけま

して、総務部関連の施設などを調査いただきま

して、まことにありがとうございました。
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調査先での御意見等につきましては、今後の

参考にさせていただきたいと存じます。よろし

くお願いいたします。

それでは、本日の説明事項でございますが、

お手元に配付しております総務政策常任委員会

資料の目次にございますように、報告事項は２

件でございます。１つが、宮崎県文書センター

戦後70年展示について、２つ目につきましては、

防災拠点庁舎整備に係る県庁５号館の保存方法

の変更についてでございます。

詳細につきましては、総務課長及び防災拠点

庁舎整備室長から説明させますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

以上でございます。

○菓子野総務課長 宮崎県文書センター戦後70

年展示について御説明申し上げます。

常任委員会資料の１ページをごらんいただき

たいと思います。

今年は、戦後70年に当たりますことから、文

書センターの歴史資料の中から、戦前から終戦

直後までの本県の状況を示す公文書や写真等を

展示し、戦後を振り返るものであります。

展示は、２カ所で実施する予定です。

まず、（１）の宮崎県文書センター５号館でご

ざいますが、２階の閲覧展示室であります。展

示タイトルといたしましては、「忘れまい戦後70

年 遺跡と資料に見る戦渦の中の宮崎」といた

しまして、1932年、昭和７年の日中戦争から終

戦までの期間に係る約100点の資料を展示いたし

ます。天皇陛下の昭和16年の開戦の詔勅、また

昭和20年の終戦の詔勅などがこの中に含まれて

おります。

展示期間は、７月21日から８月31日まででご

ざいます。

展示資料といたしましては、①の陸軍飛行場

の建設と古墳の撤去等、ごらんの内容でござい

ます。

次に、（２）の県庁本館展示スペースでは、展

示タイトルとして、戦後70年 終戦直後の宮崎

ＧＨＱ民生部支配下の県政として、終戦か

ら1952年、昭和27年まで県庁本館副知事室等で

執務いたしましたＧＨＱの動き、そして県の動

き等を写真約30点等で紹介いたします。

展示期間は、７月27日から８月２日までです。

職員が手づくりした資料展ではございますけ

ど、ぜひごらんくださるよう御案内申し上げま

す。

説明は以上でございます。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 防災拠点庁舎整

備に係ります「県庁５号館の保存方法の変更」

につきまして御説明をいたします。

常任委員会資料の２ページをお開きください。

防災拠点庁舎につきましては、１の基本設計

の取組状況にありますように、昨年12月に策定

をいたしました基本構想を踏まえ、その整備方

針であります「防災拠点として県民の生命と財

産を守る庁舎」「人や環境にやさしい庁舎」の具

現化を図るために、現在、基本設計の検討作業

を進めているところでございます。

次に、２の県庁５号館の保存方法の変更につ

いてであります。

まず、点線で囲みました部分をごらんいただ

きたいと思いますが、基本構想におきましては、

県庁５号館の保存方法につきまして、一旦解体

をしまして、その後、内装・外装材をできる限

り再利用して現在の外観に復元をいたしますと

ともに、防災拠点庁舎の北側に一体的に整備す

ることといたしておりました。

今回、設計者からの技術提案を踏まえまして

再度検討をいたしました結果、保存方法を曳き
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家により移設をいたしまして、現在の外観をそ

のままの形で保存するとともに、防災拠点庁舎

の北側に一体的に整備をすることに変更したい

と考えております。右下に、５号館の保存イメ

ージを掲載をいたしておりますが、防災拠点庁

舎の北西部分の日本庭園に隣接する場所に、曳

き家により移設して保存したいと考えておりま

す。

（２）の変更理由でありますが、まず１つ目

のコストについてでありますが、基本構想の段

階におきましても、曳き家による一体的な整備

について検討をいたしましたが、防災拠点庁舎

建設工事に支障なく一体的に整備するためには、

５号館を一旦別な場所に移設をしまして、工事

に支障がなくなった時点で再度移設するという、

曳き家工程が２回必要になると判断をいたしま

して、コスト的にも厳しいものがあると考えま

して、曳き家を断念したところであります。

しかしながら、今回、技術提案によりまして、

曳き家について再度検討いたしました結果、庁

舎建設工事に支障がないように、５号館を庁舎

と５メートル程度離しまして移設した上で整備

をいたしまして、最後に一体化するということ

で、曳き家工程を１回とするということができ

るなど、概算工事費として想定をしておりま

す113億円の範囲内で防災拠点庁舎の整備が可能

と見込んだところでございます。

２つ目の景観につきましては、歴史的・景観

的価値のある外観を現状のまま保存できるとい

うメリットがございます。

３つ目の安全性等につきましては、劣化して

いる構造体の補修も可能でありまして、耐震性

能も国の定める避難施設の基準を確保できるこ

とや、建物北側に防災広場として設けるオープ

ンスペースにつきましても、基本構想で想定し

た広さを十分確保できると考えております。

以上の理由に加えまして、工事のスケジュー

ルにつきましても、平成30年度末の完成に支障

がないということから、保存方法につきまして

は、復元する方法から曳き家による原形の保存

へと変更したいと考えております。

（３）の活用方法につきましては、移設した

５号館につきましては、物販施設などに活用し

ていくということで、関係部局などと連携を図

りながら検討を進めているところでございます。

次に、３の今後のスケジュールについてであ

りますが、ことしの10月までに基本設計を完了

させまして、その後、詳細設計であります実施

設計を来年の６月までに完成させる予定であり

ます。

その後、発注手続を経まして、平成29年４月

の着工、平成31年３月の完成を予定をいたして

おります。

なお、冒頭申しましたとおり、基本構想の整

備方針を踏まえまして、現在、基本設計を進め

ておりますが、この中で、ＣＬＴを含め、県産

材の活用につきましても検討を行っているとこ

ろでございます。

今後とも、防災拠点庁舎の早期整備に向けて

取り組んでいきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。

説明は以上でございます。

○清山委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はございませんか。

○丸山委員 この戦後70年の展示のことについ

てなんですが、非常に大切なことだと思ってい

ますけれども、恐らく10年前も、同じような展

示とかもこれまでやってきたんじゃないかと

思ってるんですが、そのときに、もう少しＰＲ

すればもっと多くの方々が来てくれたんじゃな



- 22 -

平成27年７月22日(水)

いかなとかいう、反省点もあるんじゃないかと

思っています。今回、どの点を踏まえて70年と

いう大きな節目、10年、10年というのは大きな

節目だと思ってますので、何か10年前のことを

反省してここを工夫したとかいうのがあれば、

教えていただくとありがたいかなと思っており

ます。

○菓子野総務課長 この県庁５号館の文書セン

ターは、平成14年にできております。そして、

特別展示を平成18年からやっておりまして、ちょ

うど平成17年が2005年でございまして、戦後60

年ということになっております。翌年の平成18

年から特別展示、ミニ展示等をやり出したとい

うことでございます。

また、当時は、平成18年の特別展示といいま

すのは、「太平洋戦争下の宮崎」というタイトル

でやっております。第二次世界大戦に関する展

示につきましては、平成22年にやっているわけ

なんですけれども、今回、戦後70年ということ

で、100点程度の展示をいたしますのは今回が初

めてということになります。

今回、展示いたしましたのは、もう戦後70年

になりまして、生存者も極めて高い高齢の世代

となっていらっしゃいます。これを区切りに特

別な展示をしようということで、今回計画した

ということでございます。これまでの反省点を

踏まえてということではなくて、今回を区切り

にという形で計画をしたというような状況です。

○丸山委員 前回、10年前の来場者、見ていた

だいた方っていうのはどれぐらいだったのかと

いうのは、大きな……。今回、多くの方々にやっ

ぱり見ていただく―今、課長が言われました

ように、もう高齢化が進んで、本当に80年にな

るとなかなか厳しいのかなというのがあるもん

ですから……。ここでどうやって、戦争ってい

うのがやっぱりいけないというものをしっかり

アピールするためにも、我々今生きている者と

して引き継いでいくためにも、今、本当にやら

なくちゃいけないかなと思っていますので、多

くの人に来てもらいたいというのはあるかもし

れませんけれども、何らかの、もう少しうまく

足を運んでいただけるような……。ここだけで

はなくて、何かどこかのイベントとセットでと

か、いろんなことをしないともったいないんじゃ

ないか。時々、楠並木コリドールとかあったり

すると思うんで、それとセットでやるとか。土

日だと、多分、本庁舎が閉まって、結局、せっ

かく県庁の近くに来た方々が行けないとか、非

常にもったいないなという思いがあるので、そ

の辺の工夫をすることはできないんでしょうか。

○菓子野総務課長 戦後70年展示につきまして

は、御承知のように、県立図書館でもやってお

ります。放送局のほうでもやってるところがあ

るようでございます。私たちのほうも、マスコ

ミ等にこの御案内を申し上げまして、マスコミ

も取材に来ていただいて、その影響とは思うん

ですけれども、きょうも朝早くから展示におい

でいただいてるという状況もございます。

私たちも議員と同じ意見でございまして、ぜ

ひたくさんの方々においでいただけるように工

夫をしていきたいと思っております。

○丸山委員 私が提案したのは、月に１回、た

しか楠並木で多分、土日に朝市みたいなのをやっ

ていると思うんです。そこに来てるお客さんた

ちが少しでも足を伸ばして。

これは、土日は閉まるんですか。やってない

ということでよろしいんですか。

その楠並木の朝市などのイベントと連携しな

がらとか、祭りがあったりとかすると、そっち

に少しでも県庁の駐車場を使って、そのときに
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来てもらうとかいうのをやっていただかないと、

ここだけのイベントではなかなか人に足を運ん

でいただけないんじゃないかなと思っているの

で、そういう他のイベントと連携して、少しで

も足を運んでいただけるような手立てはできな

いのかというのをお伺いしたいと思ってるんで

すが。

○菓子野総務課長 現在の計画では、土日祝日

については閉館するという、通常の業務の中で

やるという状況でございます。御意見がござい

ましたので、ぜひまた検討させていただきたい

と思っております。

○丸山委員 少しでも多くの方々に見ていただ

けるよう検討していただくとありがたいと思っ

ております。

○坂口委員 防災ビルで、今の説明に補足して、

ちょっと教えてほしいんですけど、１つは５号

館を独立できるんだってことですけど、これは

構造上の防災庁舎との一体性とか関連性ってい

うのはどんなぐあいの構造になっているんです

か。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 防災拠点庁舎と

５号館の一体性ということなんですけれども、

最終的には一体化して、整備するという方針を

立てておるんですが、防災拠点庁舎のほうは高

層になりますし、５号館のほうは２階建てとい

うことで、地震が来たときに揺れ方が違うとい

うことで、接合部に、いわゆるエキスパンショ

ンジョイントといいまして、クッションの役目

を果たす継ぎ目、これは通常の、一般的に使わ

れてる工法なんですけれども、これによりまし

て一体化を図って、揺れ方を緩和していこうと

考えております。

○坂口委員 エキスパンションを使うというこ

とは、一体化することによって悪しき点を除外

していこうっていう消極的な処置になりますよ

ね。そのことによって、より強固なものにするっ

て、一体でなければもたないよっていう避けら

れない理由じゃなくって。これはある意味、独

立してそこに移転できるっていう前提での５号

館の設計になっていると思うんです。

これは、今後の検討の一つとしてです。そう

なったとき、せっかくずらすなら、日本庭園の

中にぶち込めないかってことです。せっかくあ

れだけの古い建物が、独立できるんなら、日本

庭園に今後なじんでくる時期があるんじゃない

かと。設計上、構造上の一体性を持たないんで

あればです。一体性が必要でない、除外できる

んなら、排除できるなら。これはもう、今後検

討課題としてお願いしておきたいと思うんです

けど。

それと、また基本から聞きたいんですけど、

防災拠点ビルの寿命は大体どれぐらいと考えら

れてるんですか。耐用年数っていうか、寿命っ

ていうか。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 我々としては、

耐用年数以上に、今、県で長寿命化方針を立て

ておりますので、100年を目途に整備を進めてい

きたいと思っております。

○坂口委員 長寿命化やって100年というのは、

一つの目安としてですね。そうじゃなくて、僕

が言いたいのは、これは特殊なビルだってこと

で、今、ＣＬＴの説明をされたもんですから、

まずこの提案がどっからなされたのかなってい

うのが一つ知りたいのと、県産材の活用、消費

拡大っていうのは、これは県の大きな推進方策

でもあるんです。ところが、防災拠点ビルって

いうのは、いつ何どき起こるかもわからないと

ころにぱっと対応しようっていうやつでしょう。

だから、今、寿命を聞いたんですけれど、100年
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なら100年の寿命があるとする。そうすると、木

材っていうものは60年ぐらいが限界だったとす

る。あるいは、構造上、複雑であるがゆえに、

単純なら単純なほど維持補修、修繕っていうの

は、これは要らないんです。セメントだけだっ

たら、耐用年数の間、もう全然要らないんです。

そこにいろんなものがくっついてくれば、きし

みとか耐用年数あるいは老朽化の進捗の違いで、

そこにメンテというものが出てくる。メンテと

いうものが出てくると、中に道具と人が入るん

です。そのときに万が一のことがあったら、そ

こを使えないんです。何のためのビルだったか

ということで。

これは、あくまでも宮崎のものをたくさん使

おう、地産地消をやろうじゃなくって、緊急時

に完全に県民に応えていこうっていう目的を、

これ一本に目的を絞らないと、これは間違うと

思うんです。まして、これは設計屋あたりから

のこの提案だったら、これはもう設計屋さん自

体がそのことをわかってないと思うんです。

構造は真四角─一番強いのは丸、同じもの

でつくるのが一番強いんです。いかなる外圧に

も最後まで残るんです。それが、形が変わった

り材質が違うもので複雑になればなるほど、そ

して接合部分が多かったり、ましてや強度の違

うものなんてくっつけていくっていうのが、こ

れは一番もろくなるわけで。それを高めていく

ために、いろんな必要以上の幅をとったりして

いくこと、そんなもので最終的に強度を確保す

るんですけど、単純なほど強いんです。まして、

途中でＣＬＴを、例えば剥がさなきゃだめになっ

たとか、塗りかえなきゃだめになったとか、こ

れはもう材木を縦横組み合わせたんで強いです

よというだけのことで。

宮崎県産材を使ってますよということで、歓

迎すべきようにあるけれども、僕はそうじゃな

いと思うんです。これは何があっても本当に丈

夫だよって、これ以上のことはもう考えられな

いっていうとき、限界ぎりぎりまでメンテなん

て、あるいは修繕なんて想定しなくってもいい

ですよっていうぐらいの。想定外が起こりまし

たっていうんじゃだめだと思うんです。そこに

脚立が入ったり、いろんな工作機械が入ったり

してて、そのときにだんと来たら、あの対策室

は使えませんっていうことになったり、入ると

危険ですってなったりする。これはもう本当に

愚かな行為で、ここはやっぱりしっかり設計屋

にわからせて、なおかつ、そういったことを一

切排除できる、スペースもしっかり確保できる、

そういったことは起こり得ないというんなら、

これは結構なことだけれども。

今度は、そのことによって経費がかかる。そ

の経費というものは、中に装備する装備代とか

救助なり、いろんな対応に、よりつながるとこ

ろに直接投資すべきで、景観とか、あるいは県

の環境森林部の施策の後押しとかそういうとこ

ろ、これをやることは大歓迎なんですけれども、

この場合は、これは例外だと、違うんだという

こと。これが、次の県立病院ならわかるんです。

癒やしとか、安らぎとか、県産材の活用とか、

地産地消とか。これは、全く違う。本当に信頼

性第一、そして謙虚さというものを第一につくっ

ていかないと、僕は、1000年の想定で、万が一

修理に入ってるときにばんと来ましたっていう、

確率的にはほぼゼロに近いけれども、このビル

が必要な確率というものがほぼゼロに近いわけ

ですよね。しかし、そこに110億以上の金をかけ

るっていう行為をやるわけですから、ここは間

違えたらだめだと思うんです。ここのところも、

これは要望にしておきますけれども、今、ＣＬ
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Ｔって言われたからちょっと気になって。

そういう視点からやっていくと、この拠点は

間違ってくると思うんです。普通の建物じゃな

いってこと。何か、もし考え方、それを踏まえ

てのＣＬＴだよっていうものがあれば、説明を

聞いて、教えていただくと、また僕も、後、間

違わないけど。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 今、坂口委員が

おっしゃいましたように、我々としても防災拠

点機能を最大限に発揮する庁舎ということで整

備を進めていきたいと思っておりますので、今、

委員からいただいた御意見をまた参考にさせて

いただいて、さらに検討していきたいと思って

おります。よろしくお願いします。

○坂口委員 ぜひ、そこのところの基本を忘れ

ないでほしいと思うんですけど、例えばそのこ

とによって数千万なり数百万なりの金額でも、

比べりゃちょっと微々たるものよというのでも、

トランシーバー１本でも買ったほうが、僕は、

この建物の目的、やっぱりそのほうがいいと思

うんです。無線機の１つでも、あるいは現地が

分かるようなカメラつきの機材でも、今、話題

になってるドローンとかいうんですか、あれの

１つでもいいと思うんです。やっぱりここは、

本当に目的は一つにした建物に僕はすべきだと

思うんです。これは、ぜひ検討していただきた

いと思います。

○丸山委員 設計のほうから提案があったとい

うことなんですが、プロポーザルの公募をした

ときに、その当時から曳き家というような提案

があったと認識をしていいのか、それとも、あ

くまで実施設計に入ってきてから、曳き家でも

いけるという形になったと。プロポーザルのと

きにはどうだったのか、提案のときにもあった

のかということを含めて教えていただきたいと

思います。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 この提案につき

ましては、プロポーザルの段階で曳き家も提案

がございまして、ただ、この時点では、一旦解

体して復元する、そしてこの曳き家、両方をに

らみながら基本設計を検討する中で、コスト的

なものでありますとか、さまざまな面から総合

的に検討して決定していくというような形での

提案をいただいております。

○丸山委員 確認だけさせていただきます。

以前の資料を見てみますと、５号館の保存工

事は約１億円ということになっているんですが、

曳き家も大体同じ金額が全体的に入っていると

いうことで、113億円以内に入っているというこ

とで……。簡単に言うと、曳き家がどのぐらい

かかると見込まれているのでしょうか。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 先ほど言いまし

たように、概算工事費113億円の中には、112億

円の本体工事部分と、５号館の追加費用という

ことで１億円と見込んでおりましたけれども、

今、御質問ございましたように、今回、曳き家

に要する費用につきましては、概算であります

けれども約１億2,900万円ということで、この曳

き家に要する費用を含めまして検討した結

果、113億円の概算工事費の範囲内で整備が可能

ということで見込んだところであります。

○丸山委員 新国立競技場みたいなことになら

ないようにお願いしたいと思います。

○清山委員長 ほかに、その他の委員からあり

ますか。

○来住委員 70年の展示に直接関係ないんです

けど。皆さんの手を煩わせるのが目的じゃない

ですから。

実は、宮崎空襲で、朝鮮から徴用された方々

が赤江の飛行場で四十数名亡くなってるって聞
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いてるんですけど、何とか名前はつかみたいと

思って、今、いろいろ調べて、「モスグリーンの

青春」とか、高鍋の安田さんという方が書いた

本なんかも全部読んだりしたんですけど、残念

ながらそこの中には出てこないんですけれど。

皆さんのところで、ここを調べれば出てくる

んじゃないかとか。海軍の飛行場でしたから、

防衛省を調べれば出てくるのかなと思ったりす

るんですけど。どうも海軍に徴用された人が赤

江に来とって、それでアメリカ軍の空爆で四十

数名亡くなってるというのは、もうわかってる

んですけど、何かそういうのをどこで調べれば

いいかというのを。別にきょう答える必要はな

いんですけど、何かそういうのがありましたら、

またいつか教えていただければありがたいなと

思ってるんですが。

○菓子野総務課長 現在、センター長も来てる

んですけど、後で委員のほうに。

○来住委員 済みませんけど、よろしくお願い

します。

○丸山委員 先ほどの続きなんですけれども、

曳き家ということなんですが、かなり特殊なも

んですから、実際、県内でやれる程度の曳き家

と思ってるのか、せっかく公募したのに県外に

なると、これだけ公共工事が厳しい中で県外に

持っていかれるのは非常に悔しいかなという思

いもあるもんですから、その辺の調査なんかは

されてるんでしょうか。

○丸田防災拠点庁舎整備室長 我々が把握して

いる中で、まず県内に、曳き家をなりわいとし

ている業者が十数社はいると確認をしたところ

であります。その中には、今回、５号館の規模、

いわゆる鉄筋コンクリートの構造物、重量

が1,000トンほどになるんですけれども、この曳

き家ができる技術力を有する業者も県内にいる

ということで確認をしております。

○丸山委員 できるだけ地元でできるものは地

元でできるようにお願いしたいと思っておりま

す。

また、報道等も使って、このような形で移設

するよというのを、ビデオなり、テレビの報道

等も、マスコミをうまく活用していただくと、

さらに県民の方々も興味を持つんじゃないのか

なと思っておりますのでよろしくお願いいたし

ます。

○清山委員長 私から、この文書センターに

ついてなんですけれども、この県庁５号館で、

ＧＨＱ民生部支配下の県政ということで、戦時

中だけじゃなくて、やはり戦後どのようにスタ

ートしたかというところを特集されるのは非常

にいいことじゃないかなと思うんですけれども。

ことし、言論の統制とか、いろいろメディアに

おいて話題になりましたが、ＧＨＱによる言論

統制の実態とか、その文書センターに残るよう

な記録、そういうものにおける戦後の占領期７

年間における検閲の実態とか、そうしたところ

に関しては、ここで展示するようなことはない

でしょうか。

○菓子野総務課長 常任委員会の資料にござい

ますように、１から６まで展示資料の内容を書

いてございます。30点ぐらいの展示でございま

すので、その中で、言論統制的なものは今回は

含まれていないと思います。

○清山委員長 文書センターですから、その当

時に取り交わされた文書とか親書とか、さまざ

まなものを保存、記録しておくのが機能だと思

うんです。その中で、当時、必ず発禁処分になっ

たり、事前検閲、事後検閲に当たったような記

録というのがあると思うんですけれども、そう

いうものは存在しないんですか。



- 27 -

平成27年７月22日(水)

○菓子野総務課長 この展示の中に、教科書の

問題がございます。戦前の教科書を戦後も使う

という実態がございまして、戦前の教育、いわ

ゆる軍事教育みたいなところですけど、そこは

ＧＨＱから黒塗りがあったというような展示資

料はございます。

ただ、ＧＨＱのほうから、いわゆる自由な言

論が統制されたといった資料は、今回は見当たっ

てないと考えております。

○清山委員長 つまり、文書センターにおいて、

そういう検閲の実態を指し示すような文書や資

料というのは、まずないという。

○菓子野総務課長 済みません、ちょっと確認

させていただけますか。─確認させていただ

きましたけど、そういった資料は、今のところ、

ないということであります。

○清山委員長 これは、今後の文書センターの

記録なり機能という点になるかと思うんですけ

れども、当時、明らかに客観的事実としてそう

した検閲の実態というのがあって、これはずっ

とそれそのものが秘匿されてきたはずなんです

けれども、やはり県内でもそういうやりとりの

中で記録が残ってるはずなんだと思うんです。

戦後においても、そういう言論統制が行われて

きたということは、やはり文書センターとして

きちんと収集して、我々が知ることから始めな

いと、非常に重要なポイントだと思うんです。

その点について、今後も努力していただきたい

なと思うんですが、いかがですか。

○菓子野総務課長 ＧＨＱからの司令は、240本

ほど来ているんだそうです。その中に、今のと

ころ見当たっていないというお話ですので、も

う一回確認をさせていただきたいと思います。

○清山委員長 確認ですけど、ＧＨＱからの司

令とか、そういう向こうから指し示す文書とい

うよりも、県内でやりとりされている親書にし

ても、映画にしても、雑誌にしても、あらゆる

媒体は検閲を受けているはずですから、そうい

うものの記録というものがあるはずなんです。

そういうものに関しても、今後、我々、やはり

戦後を考える上で、県民として知っていかなけ

ればいけないと思いますので、努めていただき

たいなと要望しておきます。

では、その他で何かございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 それでは、以上をもって総務部

を終了いたします。執行部の皆様、お疲れさま

でした。

暫時休憩いたします。

午前11時52分休憩

午後０時１分再開

○清山委員長 委員会を再開いたします。

県南調査の日程、調査先等については、今、

休憩中に御協議いただいたとおりの内容で、正

・副委員長に御一任いただくことで御異議ござ

いませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 その他、何かございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○清山委員長 以上をもちまして、本日の委員

会を終わります。

午後０時２分閉会


